
奈
早

平
城

京
跡

①

所
在
地
　
　
　
奈
良
市
西
大
寺
宝
ヶ
丘

調
査
期
間
　
　
第
五
三
二
次
調
査
　
一
一〇
〇
五
年

（平
１７
）
五
月
～
七
月

発
掘
機
関
　
　
奈
良
市
教
育
委
員
会

調
査
担
当
者
　
久
保
邦
江

遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

遺
跡
の
年
代
　
古
墳
時
代

・
奈
良
時
代

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
は
、
平
城
京
の
条
坊
復
元
で
は
右
京
北
辺
四
坊
三
坪
の
東
南
隅
に
あ

た
る
。
こ
の
地
は
鎌
倉
時
代
末
の

『西
大
寺
与
秋
篠
寺
相
論
絵
図
』
に

「本
願

天
皇
山
荘
跡
」
と
記
さ
れ
て
い

る
。
西
に
隣
接
す
る
六
坪
と
の

坪
境
に
相
当
す
る
場
所
に
、
絵

図
に
描
か
れ
て
い
る
中
鳥
を
有

す
る
池
が
現
存
す
る
こ
と
か
ら
、

三
坪

・
六
坪
の
二
町
分
の
宅
地

利
用
が
考
え
ら
れ
、
併
せ
て
称

徳
天
皇
山
荘
跡
と
推
定
さ
れ
て

い
る
。

検
出
し
た
遺
構
は
、
古
墳
時
代
の
溝
二
条

・
土
坑
二
基
、
奈
良
時
代
の
溝
二

条

・
井
戸

一
基

・
土
坑
二
基

・
掘
立
柱
建
物
二
棟

・
掘
立
柱
塀
三
条
で
あ
る
。

奈
良
時
代
の
二
条
の
溝
は
、
西
四
坊
坊
間
東
小
路
西
側
溝
と
雨
落
溝
で
あ
る
可

能
性
が
高
い
。
発
掘
区
東
端
は
幅

一
・
五
ｍ
以
上
、
長
さ
二
二
ｍ
以
上
、
深
さ

○

・
八
ｍ
の
範
囲
が
後
世
に
掘
削
さ
れ
て
お
り
、
遺
構
面
は
破
壊
さ
れ
て
い
る
。

木
簡
は
、
こ
の
後
世
の
掘
削
部
分
の
底
面
か
ら
出
土
し
た
。
掘
削
は
奈
良
時

代
以
降
に
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
遺
物
が
極
め
て
少
量
で
掘
削
の
時
期
を
特
定

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

〔人
力
〕

⑪

　

「
＜
□
□
□
　
国
□

含

や
し

×

や
μ
×

ｏ
　

ｏ
∞
Φ

上
端
は
切
り
折
り
調
整
に
よ
る
加
工
で
、
左
右
両
辺
は
削
り
で
整
形
し
て
い

る
。
材
の
上
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
入
れ
る
。
下
端
と
上
端
左
部
は
欠
損
し

て
い
る
。
木
簡
の
形
態
か
ら
み
て
、
荷
札
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
史
料
調
査
室
の
方
々
の

ご
教
示
を
得
た
。

（久
保
邦
江
）
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(奈 良)




